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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
子
会
社

ユ
ア
ス
タ
ン
ド

Ｎ
Ｔ
Ｎ

売
ま
で
を
一
気
通
貫
で
対
応
で

き
る
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
サ
ー
ビ

ス
に
加
え
、
同
グ
ル
ー
プ
既
存

事
業
と
の
組
み
合
わ
せ
を
活
か

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
と
の

組
み
合
わ
せ
に
お

け
る
シ
ナ
ジ
ー
効

果
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
と
の
連
携
に
よ
る
環
境
に

配
慮
し
た
保
守
運
用
な
ど
、

導入実績一覧

ゼロエミプランオンサイト型
サービスのイメージ

N3を活用したバス停の待合室（提供：NTN）

発電奉行活用のイメージ（提供：エナジービジョン）

▶
戸
建
て
住
宅
設
置
イ
メ
ー
ジ

Wallbox製
EV充電器
「Pulsar 

Plus」

Wallbox社製・戸建住宅向け
EV充電器の販売開始

再エネ独立電源ユニットが
バス停待合室として採用

充電時間短縮実現／太陽光発電
連動充電コントロールを

オプション設定

太陽光・風力・蓄電池でエアコン・
24時間防犯カメラなど作動

太
陽
光
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
取
り
扱
い
が

累
計
５
㍋
㍗
超
え
る

中
長
期
の
太
陽
光
発
電
量
低
下
の

「
見
え
る
化
」シ
ス
テ
ム
発
売

電
気
料
金
急
騰
受
け
需
要
拡
大

早
期
対
処
・
傾
向
値
か
ら
の
対
応
を
可
能
に
し
て
売
電
ロ
ス
最
小
化

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
の

子
会
社
で
あ
る
ア
ー
バ
ン
エ

は
開
始
当
初
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル

ー
プ
各
社
へ
展
開
し
て
い
た

が
、
現
在
で
は
環
境
先
進
企

業
、
自
治
体
の
公
共
施
設
や

地
域
の
民
間
企
業
な
ど
様
々

な
業
態
で
採
用
さ
れ
て
い

し
た
高
付
加

価
値
化
に
あ

る
。ま

た
、
多

拠
点
一
括
エ

ネ
ル
ギ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

サ

ー

ビ

ス

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
‐

る
。
Ｃ
Ｏ
２

削

減
量
は
、
事
業

期
間
20
年
の
合

計
で
約
５
万
９

０
０
０
㌧
（
年

平
均
２
・
９
万

㌧
）
と
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
。

電
気
代
の
急
激
な
高
騰

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
取
り
組
み
の
加
速

を
反
映
し
採
用
が
急
増
し

て
い
る
。
今
年
度
末
時
点

で
、
前
年
度
比
２
・
５
倍
、

計
64
拠
点
、
累
計
発
電
容

量
51
㍋
㍗
を
見
込
ん
で
い

ナ
ジ
ー
（
神
奈

川
県
横
浜
市
）

は
こ
の
ほ
ど
、

同
社
が
提
供
す

る
太
陽
光
発
電

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

「
ゼ
ロ
エ
ミ
プ

ラ
ン
オ
ン
サ
イ

ト
型
サ
ー
ビ

ス
」
導
入
が
、

累
計
で
50
㍋
㍗

超
を
達
成
し
た

と
発
表
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス

る
。
ニ
ー
ズ
の
急

増
、
多
様
化
に
合

わ
せ
、
今
年
度
よ

り
専
門
部
署
を
立

ち
上
げ
る
予
定
だ
。

同
社
の
強
み
は
、

再
エ
ネ
発
電
所
を
含

め
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業
で
の

長
年
の
実
績
を

ベ
ー
ス
と
し
た

技
術
提
案
力
、

発
電
所
の
建
設
、

運
営
、
電
力
小

世
界
的
に
見
て
低
出
力
の
仕

様
と
な
っ
て
お
り
、
満
充
電

に
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
課
題
」
と

見
る
。
ま
た
、
通
信
機
能
が

つ
い
て
い
る
ス
マ
ー
ト
充
電

器
は
少
な
く
、
充
電
出
力
の

調
整
な
ど
の
付
加
価
値
を
享

受
で
き
な
い
利
用
者
が
多
い
。

「
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ａ
ｒ

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
は
、
メ
ー
カ
ー
最
大
の

出
荷
台
数
を
誇
る
製
品
で
、

日
本
市
場
で
は
第
一
弾
と
な

る
。
最
大
６
㌗
（
車
に
よ
っ

て
８
㌗
）
の
高
出
力
で
充
電

で
き
、
充
電
コ
ン
セ
ン
ト
の

約
半
分
の
時
間
で
充
電
が
可

能
。
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い

陽
光
発
電
と
連
動
し
た
充
電

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
オ
プ
シ
ョ

ン
で
提
供
さ
れ
、
充
電
量
な

ど
の
デ
ー
タ
管
理
・
閲
覧
も

同
社
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

（
集
合
住
宅
）
の
駐
車
場
向

け
に
管
理
ア
プ
リ
を
独
自
開

発
し
、
同
市
場
で
は
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
の
導
入
実
績
を
誇

で
、
予
約
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
だ
。

る
。
足
元
の
市

況
に
つ
い
て

「
昨
年
度
は
前

年
２
倍
以
上
を

設
置
。
今
年
度

も
さ
ら
に
倍
に

増
え
る
見
込
み

（
執
行
役
員
デ

ニ
ス
・
チ
ア
氏

談

）」

と

言

う
。
今
後
は
、

新
製
品
を
ト
リ

ガ
ー
と
し
て
戸

建
て
向
け
に
も

注
力
す
る
方
針

Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
導
入
・
運

用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ユ

ア
ス
タ
ン
ド
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｗ
ａ

ｌ
ｌ
ｂ
ｏ
ｘ

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｇ

ｅ
ｒ
ｓ

Ｓ
Ｌ
社
（
本
社
＝

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
）

と
Ｅ
Ｖ
充
電
器
「
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ

ａ
ｒ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
パ
ル
サ

ー
プ
ラ
ス
）
」
の
販
売
代
理

店
契
約
を
締
結
し
、
予
約
販

売
を
開
始
し
た
。

同
社
は
、
「
国
内
で
販
売

さ
れ
て
い
る
戸
建
て
用
の
Ｅ

Ｖ
充
電
器
の
多
く
は
ケ
ー
ブ

ル
の
な
い
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
や
サ
イ
ズ
が
大
き
い
も
の

が
多
く
、
さ
ら
に
約
３
㌗
と

コ
ン
パ
ク
ト

な
設
計
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

家
庭
の
電
力

使
用
状
況
に

応
じ
た
充
電

の
制
御
、
太

る
同
等
ク
ラ
ス
の

充
電
器
の
中
で
は

最
軽
量
の
２
㌕
と

で
き
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｎ
は
こ
の
ほ
ど
、
風

力
や
太
陽
光
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
１
０
０

と
し
て
設
置
さ
れ
た
エ
ヌ
キ

ュ
ー
ブ
は
、
室
内
に
ベ
ン
チ

や
テ
ー
ブ
ル
、
エ
ア
コ
ン
、

換
気
扇
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
Ｗ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
機
器
、
コ
ン
セ
ン

ト
の
ほ
か
、
24
時
間
体
制
で

稼
働
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
が
取

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
各
種

機
器
の
稼
働
に
必
要
な
電
力

は
す
べ
て
エ
ヌ
キ
ュ
ー
ブ
に

よ
る
再
エ
ネ
電
力
で
賄
わ
れ

る
。
電
源
は
風
力
が
５
０
０

㍗
、
太
陽
光
が
２
・
２
㌗

で
、
17
・
５
㌗
時
の
蓄
電
池

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お

町
内
で
局
所
的
な
停
電
が
発

生
し
た
際
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

で
運
搬
し
電
力
を
供
給
す
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

エ
ヌ
キ
ュ
ー
ブ
は
ほ
か
に

も
各
地
で
、
温
度
管
理
を
要

す
る
防
災
倉
庫
や
、
エ
コ
ト

イ
レ
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て

い
る
。

㌫
の
電
力
で
稼
働
す
る
移
動

型
独
立
電
源
「
Ｎ
３

（
エ
ヌ

キ
ュ
ー
ブ
）」
が
バ
ス
停
の

型
独
立
電
源

で
、
コ
ン
テ
ナ

内
部
を
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
で
き
る

た
め
、
再
エ
ネ

由
来
の
電
力
で

稼
働
す
る
施
設

と
し
て
幅
広
い

用
途
で
活
用
が

可
能
だ
。

吉
田
町
に
バ

ス
停
の
待
合
室

エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
／
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｏ
＆
Ｍ
協
議
会

太
陽
光
発
電
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー

ビ
ス
の
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

（
東
京
都
千
代
田
区
）
と
一

般
社
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｏ
＆
Ｍ
協
議
会
（
東
京
都
千

代
田
区
、
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）

は
、
産
業
用
太
陽
光
発
電
の

Ｏ
＆
Ｍ
事
業
者
・
大
手
発
電

事
業
者
向
け
の
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
「
発
電
奉
行
」
の
提
供

を
４
月
よ
り
開
始
し
た
。
登
録

し
た
発
電
所
の
発
電
電
力
量

デ
ー
タ
を
簡
単
な
操
作
で
解

析
し
、
中
期
か
ら
長
期
の
発
電

低
下
を
「
見
え
る
化
」、
ク
ラ

ウ
ド
上
に
保
管
で
き
る
。

太
陽
光
発
電
所
の
発
電
量

は
年
々
緩
や
か
に
低
下
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
多
く
の
太

陽
光
Ｏ
＆
Ｍ
、
特
に
低
圧
発

電
所
の
Ｏ
＆
Ｍ
で
は
、
発
電

な
お
発
電
奉
行
に
は
発
電

電
力
量
デ
ー
タ
の
登
録
代
行

お
よ
び
活
用
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
有
料
オ
プ
シ
ョ
ン
で
用
意

さ
れ
て
い
る
。
手
間
の
か
か

る
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら

の
デ
ー
タ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か

ら
登
録
ま
で
エ
ナ
ジ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
が
作
業
を
代
行
。
デ
ー

タ
解
析
も
代
行
す
る
。
初
期

登
録
・
初
期
発
電
量
解
析
が

１
９
８
０
円
（
税
込
）、
継

続
解
析
が
１
回
当
た
り
５
５

０
円
（
税
込
）。
活
用
支
援

サ
ー
ビ
ス
で
は
個
別
相
談
に

よ
る
活
用
支
援
が
有
料
に
な

る
。
月
に
一
度
の
「
勉
強

会
」
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
は
無

料
。

量
の
急
激
な
減
少
や
発
電
停

止
に
は
対
処
し
て
も
、
長
期

間
に
わ
た
る
発
電
量
の
漸
減

に
は
対
応
し
な
い
。
し
か
し

そ
う
し
た
発
電
量
低
下
に

は
、
経
年
劣
化
で
は
な
く
原

因
を
排
除
す
れ
は
回
復
す
る

ケ
ー
ス
も
含
ま
れ

る
。
中
期
か
ら
長

期
の
発
電
低
下
を

把
握
す
れ
ば
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
「
生
涯
売

電
収
益
」
が
向
上

す
る
可
能
性
が
あ

る
。発

電
奉
行
で
は

２
種
類
の
解
析
が

で
き
る
。
一
つ
は

「
12
カ
月
移
動
平

均
法
」
で
、
中
期

か
ら
長
期
の
発
電

ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
る
全

て
の
遠
隔
監

視
シ
ス
テ
ム

で
利
用
可
能

だ
。

電
力
量
の
傾
向
を
確
認
で
き

る
。
想
定
を
上
回
る
発
電
量

低
下
を
見
つ
け
て
早
期
の
改
善

に
繋
げ
る
。
も
う
一
つ
は
「
時

間
帯
別
Ｐ
Ｃ
Ｓ
間
相
対
比
較

法
」
で
、
不
具
合
箇
所
や
発

電
低
下
要
因
を
絞
り
込
む
。

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら
過

去
の
発
電
電
力
量
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
本
シ
ス

テ
ム
に
登
録
し
て
解
析
す

る
。
過
去
の
発
電
電
力
量
を

保
持
し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
ダ

2025年度まで延長へ
、東北電力（宮城県仙台市）、岩谷産業（大阪府

1つ
ー貯蔵・利用（Popwer-to-Gas）が挙げられる。その実現には、

、各種制御システム（水素エネルギー運用システム、電

なった課題解決に向け、水素需給のタイミングと水素量をコント

ロジェクト全体を取りまとめ、東北電力が水素エネルギーシステ


